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☆後期中間テスト終了☆ 

 文化祭が終わり、ホッとする間もなくすぐにテスト発表となりました。前回の定期テストから約

３ヶ月たち、テスト範囲が広かったのですが、生徒達はそれぞれ計画的にテスト勉強に取り組んで

いたようです。「この教科は頑張りたい！」「目標を越えたい！」という意気込みを語る生徒も多

くいました。また、ライバルの存在が、お互いの士気を高めてくれているのだなとも感じました。

さて、今年度４回の定期テストのうち、３回が終わりました。中学校の勉強も本格的になり、各教

科とも内容が難しくなってきました。苦手なところや、あやふやなところは、早めに対策しておく

ことが大切です。自分で考え、自分で計画して学習する習慣を、徐々につけてほしいと思います。 

 

☆ドミノに熱中！学年の集い☆ 

学年の集い「クラス対抗ドミノ大会」が１１月１２日に行われました。初めてドミノを体験する

生徒が多く、みんな張り切っていました。作品を作り上げるには、集中力と根気、協調性が必要で

す。デザインは決めていたものの、作っては倒れ・・の連続で、途中で「あー！！」という叫び声

があちこちで聞こえました。最後に思い通りのデザインが完成し、流れるようにドミノが倒れたと

きは達成感がありましたね。親子で楽しいひとときを過ごせ、笑顔と拍手で終わることができまし

た。役員の皆さん、計画から準備、片付けまで、本当にありがとうございました。 

   
 

☆11/10 性教育講演会☆ 

３人の助産師の方に来ていただき、１年生を対象に性教育講演会が開かれました。講師の先生方

が人形や模型を使ってわかりやすく説明してくださり、思春期の男女の身体の変化や妊娠・出産の

しくみについて詳しく学ぶことができました。命の大切さについて考え、性に関する正しい知識や

情報を聞き、自分や家族を大切にすることを改めて考える時間となりました。 

 

   〈講演後の感想より（抜粋）〉 

 

 

 

 

 

 

第１学年 学年通信 

私はなんと、出産予定日よりも１ヶ月も遅

く生まれ、あと１日遅かったら帝王切開だっ

たんだよ、とよくお母さんから聞かされま

す。生んだ後も何かと大変だったとも聞きま

す。そんな思いをしてまで私を産んでくれて

ありがとう、これからもよろしくね、と伝え

たいです。 

今日のお話で僕たちが生まれてくるまでのこ

とについて聞いて、自分のことを考えてみまし

た。小学校低学年のころ、よく母が母子手帳を

見せてくれました。それを見て、いつも「大き

くなったね」と言ってもらったことを今でも覚

えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２月の行事予定 

 

12/1 金  14 木 後期懇談     

2 土  15 金  

3 日  16 土 吹奏楽アンサンブルコンテスト 

 ４ 月 学級会、生徒委員会 17 日  

5 火  18 月  

6 水 職員会、５限後下校         部活なし 19 火  

7 木  20 水 5 限後下校                 部活なし 

8 金 科学の甲子園ジュニア全国大会  21 木  

9 土  22 金  

10 日                    23 土  

11 月 文化祭展示準備 24 日  

12 火 後期懇談、文化祭（展示の部～14 日） 25 月 学年集会、全校集会、完全下校１６：００  部活あり 

13 水 後期懇談                部活なし 26 火 冬季休業～１／８ 

母はお腹が大きくなって日々の生活でのささい

なことも難しかっただろうし、陣痛などの痛みに

も負けずに私を産んで育ててくれたんだろうと思

います。私は逆子だったらしく、お腹を切って生

まれてくることができました。思春期で、親に反

抗することが多くなりましたが、私を産んでくれ

たことに感謝して生活していきたいです。 

（人形の）赤ちゃんを持ったとき、重たくて

びっくりしました。最初は肉眼で見えない精子

やぎりぎり見える大きさの卵子だったのに、３

cmくらいになって、どんどん大きくなっていく

のを見て、命の成長を感じました。 

私はもともと助産師になりたいと思っていた

のですが、現役で働いておられる方たちのお話

を聞いて、改めて喜びややりがいを感じられる

すてきなお仕事なんだな、と思いました。 

 

性については恥ずかしいし、あまり人にも言

えないけど、今後望まれない妊娠を避けるため

にも、正しい知識は必要だと思いました。 

 

赤ちゃんの産声を聞いたとき、「きっと私の

母もこんな気持ちだったんだなぁ」と思うと、

感動して泣きそうになりました。 

 

僕も大人になって子どもができたときに、女

性のパートナーとしてできることをやってあげ

たいと思いました。今後は正しい性の知識を頭

に入れて生活したいです。 

 

男女の身体の違い、自分の身体についてよく

わかりました。また、自分がどうやって生まれ

てきたかを知って、自分が生まれる前から今ま

でどうだったか親に教えてほしくなりました。 

私の場合、生まれるのが予定日より２ヶ月も

早かったけど、身体が小さい私を大切に両親が

育ててくれたおかげで今の生活があるんだと思

います。感謝すると同時に、私もいつかお母さ

んになりたいと思いました。 

 

自分もがんばって生きようとして生まれてき

て、たくさんの人が大切にしてくれたから今の

自分があるということを改めて感じたので、自

分の命は絶対に大切にしたいです。赤ちゃんが

誕生するシーンの演出や、目をつぶって詩を聞

いたとき、本当に泣きそうになりました。 

 



  

 


